
＜別紙１＞ 

 

取り戻そうとする廃炉等積立金の額、廃炉等の実施内容及び廃炉等の実施時期 

 

●令和４年度（2022年度） 
 

（内 訳）  

・汚染水対策プログラム 20,320,044千円 

・プール燃料取り出しプログラム 39,020,339千円 

・燃料デブリ取り出しプログラム 8,870,595千円 

・廃棄物対策プログラム 17,902,235千円 

・敷地全般管理・対応プログラム 4,594,238千円 

・ALPS処理水プログラム 24,471,099千円 

・プログラム以外の廃炉作業 60,395,508千円 

・業務運営 33,033,946千円 

（上記の額の合計） 208,608,004千円 

（注）このほか、「上記の額以外の支出に備えた金額」（予備費）として、 

29,000,000千円を確保しており、合計 237,608,004千円。 

 

●令和５年度（2023年度）  

（内 訳）  

・汚染水対策プログラム 34,144,346千円 

・プール燃料取り出しプログラム 37,257,584千円 

・燃料デブリ取り出しプログラム 26,552,877千円 

・廃棄物対策プログラム 34,795,889千円 

・敷地全般管理・対応プログラム 4,959,523千円 

・ALPS処理水プログラム 19,078,996千円 

・プログラム以外の廃炉作業 56,174,312千円 

・業務運営 31,966,915千円 

（上記の額の合計） 244,930,442千円 

（注）このほか、「上記の額以外の支出に備えた金額」（予備費）として、 

34,000,000千円を確保しており、合計 278,930,442千円。 

 

●令和６年度（2024年度）  

（内 訳）  

・汚染水対策プログラム 21,575,220千円 

・プール燃料取り出しプログラム 34,148,057千円 

・燃料デブリ取り出しプログラム 20,615,113千円 

・廃棄物対策プログラム 30,214,329千円 

・敷地全般管理・対応プログラム 

・ALPS処理水プログラム 

11,865,956千円 

182,770千円 

・プログラム以外の廃炉作業 48,997,440千円 

・業務運営 30,511,956千円 

（上記の額の合計） 198,110,841千円 

（注）このほか、「上記の額以外の支出に備えた金額」（予備費）として、 

27,000,000千円を確保しており、合計 225,110,841千円。 


